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研究成果の概要（和文）：本研究は、地域包括ケアの推進にあたり課題となる保険者および地域人材の機能について、
地域の事例を対象に実態と機能強化プロセスを把握・分析することを通じ、機能強化のモデルを提示することを目的と
する。研究期間は2013～5年度の3年間である。
日本の地域包括ケアに関する政策展開を、国際的な統合ケアの文脈において整理できた。また、自治体の保険者として
の「ケア統合」の機能とそれを支える人材のありかたについても試行的な整理ができた。さらに、自治体の地域包括ケ
アシステム構築の方法論に関する概念的整理がなされ、それに基づき今後深められるべき研究課題に関する示唆が得ら
れた。

研究成果の概要（英文）：This study aims to analyze the development process of the enabling roles played 
by public long-term care (LTC) insurers (municipalities) for building a community-based integrated care 
system, and to understand this process in the context of international trends in health care reforms.
We have successfully published a paper that elucidated Japan’s national policy trend toward 
community-based integrated care in relation to the concepts of integrated care and community-based care, 
the agenda of cost containment and service streamlining, and medical care, with a consideration of 
international trends in health care reforms.
In addition, given the results of qualitative case studies on long-term care administration at the 
municipal level, we have identified the several phases of building a community-based integrated care 
system by a local government to outline the framework for each phase of the system building process. The 
framework outlines the issues to be addressed in future research.
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１．研究開始当初の背景 
日本の介護・医療政策は、地域包括ケアの

実現を今後の方向性として打ち出した。地域

包括ケアシステムは、介護、予防(保健)、医療、

生活支援、住まいの５つのサービスを一体的

に提供するという考え方を基本としつつ、各

地域の高齢者や高齢者を取り巻く地域事情・

特性を反映したローカルなサービス提供シス

テムである。これは、ケアの統合に関する国

際的な潮流をふまえると、統合ケア

(integrated care)と地域に根差したケア

(community based care)という異なる側面の

同時達成を目指す、国際的にもユニークな取

り組みといえる。第５期介護保険事業計画

（H24～H26）の策定では、高齢者が可能な

限り住み慣れた地域で、能力に応じて自立し

た日常生活を営めるよう、「地域包括ケアシ

ステム」の構築が求められている。自治体に

は、設定した地域圏域に相応しいシステムの

構築が求められている。それは、単に地域包

括支援センターを設置すれば実現するもので

はなく、保険者として日常生活圏域単位での

ニーズの把握とビジョンの設定、ビジョン実

現にむけた社会資源のマネジメント能力が、

強く問われるようになったと言える。 

このように、近年、介護保険制度の保険者

として自治体が果たす機能の重要性が増して

いる。他方で、自治体が、そうした機能をど

の程度理解しているのかを懸念する声もある。

保険者機能の評価項目の開発も着手されつつ

あるが（笹井肇他2012,筒井・東野2012）、

保険者機能が強化されるプロセスや戦略・方

法・要因は、必ずしも明らかではない。 

また、保険者には地域のケアのパフォーマ

ンスを評価するスキルが求められる。近年の

急速な電子化の進展のもと、医療・介護をは

じめとする膨大な行政データを、保険者とし

ての自治体がどのように地域包括ケアシステ

ムの効果的運営や評価に活用しうるかも課題

となる。 

さらに、地域包括ケアの実現には、それを支

えるケア人材が不可欠である。包括ケアの日

本的な特徴をふまえた時に求められるケア

人材の開発のあり方や、それらへの保険者の

関与に関する実態把握や方法論の開発も、十

分ではない。 

地域を単位とする保険者機能と人的機能

の強化に関するモデル提示は、国際的な統合

ケアの理論に新たな知見を提供するものと

なろう。 
 
２．研究の目的 
本研究は、地域包括ケアの推進にあたり今

後の課題とされている保険者および地域人材

の機能について、いくつかの地域の事例を対

象に実態と機能強化プロセスを把握・分析す

ることを通じ、機能強化のモデルを提示する

ことを目的とする。地域での包括的ケアの発

展・再生産に資する保険者や人材の機能の開

発・強化の方法論は未開拓であり、本研究は、

その方法論のモデル構築に資する。 
 
３．研究の方法 
研究期間は 2013～5年度の 3年間である。 

一年次は、日本の事例の相対化という観点

からの統合ケアの先行研究レビュー、日本の

事例検討の理論フレームの精緻化を行う。Ａ

自治体からの協力を得て、自治体の地域包括

ケア担当セクションおよび地域包括支援セ

ンター等へのヒアリングを実施し、保険者や

一部の主要なステークホルダー（地域包括支

援センターの責任者等）の活動の概要把握を

行う。その上で、強化対象とする保険者機

能・ケア人材の機能の候補抽出を行う。 

二年次は、事例対象自治体について、機能

強化にむけた取り組みの定期的モニターを

行った。また、強化対象として抽出したケア

人材に関して、事例対象自治体および協力の

得られた自治体から、その実践・役割の把握

を行う。 

三年次は、強化される機能の特徴を抽出し
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た。年度後半には、研究総括として、地域包

括ケアの実現にむけた保険者および人材の

機能強化のモデルの提示を行う。 
 
４．研究成果 
計画即して研究を行い、一定の学術的成果

を上げた。 

一年次には、日本の状況を相対化する観点

から日本の地域包括ケアに関する政策展開

を整理し、国際誌に投稿・受理された（整理

の例：図１）。 

 

図１ 介護保険制度改革をふまえた地域包

括ケアシステムの概要 

 
 

 

二年次には、事例となった自治体のモニタ

ーや追加的な自治体へのヒアリングを行う

ことで、必要なデータを収集した。それに基

づき、保険者としての「ケア統合」の機能と

それを支える人材のありかたについても試

行的な整理を試みた（整理の例：図２）。 

最終年度は、これまで実施してきた自治体

や関係者へのヒアリング調査の結果を整理

し、自治体の地域包括ケアシステム構築プロ

セスの方法論について概念的整理を行った。

主要局面は、領域横断的な計画策定、総合相

談支援体制の構築、臨床実践における専門的

ケアと互助資源との統合、包括ケアの評価、

に整理した（図３）。 

 

図２ 保険者機能の強化要素 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
図３ 地域包括ケア構築の主要局面 

 

 

このうち、「臨床実践における専門的ケア

と互助資源の統合」「包括ケアの評価」の局

面については、実現にむけた課題が大きいこ

とが示唆された。それぞれについて、以下の

ような課題と対応した研究の展開の必要性

が示唆された。 

「臨床実践における専門的ケアと互助資

源との統合」については、地域資源情報・互

助資源を把握し個別支援に接合する情報の

管理活用のシステム化が課題となっている。

このシステム化と実践を結びつける方法論

の構築が、今後の社会福祉研究の展開として

必要とされている。 

「包括ケアの評価」の局面については、社

会的ケアを含む包括ケアのアウトカム指標

の設定とそれらの地域包括ケアシステムの
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運営への応用についての方法論が現場には

不足しており、今後の研究開発の必要性が示

唆された。この点は、統一化された「ケアの

アウトカム評価の体系的枠組み」に基づく調

査データからの評価分析が行われているイ

ギリスの事例が参考になり、今後、こうした

事例分析を含めた研究を展開していく必要

がある。これらの課題については 2016 年度

以降の科学研究費補助金にて継続して取り

組む（採択済）。 
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